2018年度のDNA マーカーを利用したニホンナシ組織培養植物のイオンビーム照射による変異体作出育種の研究 : ニホンナシ‘南水’培養個体における炭素イオンビーム照射が生育に及ぼす影響ならびに‘秋泉’培養個体における炭素イオン，鉄イオンあるいはアルゴンイオンビーム照射からのシュート増殖 by 今西 弘幸 et al.
秋田太郎ら/秋田県立大学ウェブジャーナル A/20XX, vol. X, 1-5. 
- 1 - 




























10 および 50 Gy の線量で照射し，その生育に及ぼす
影響を評価した（櫻井ら，2016）．その結果，変異の
誘発が期待でき，生存個体が得られる照射強度が 2




の培養個体を用いて，生育に及ぼす照射の影響を評価した．‘南水’の培養個体に炭素イオンビームを 2，5 および 10 Gy の線量で照
射した．また，炭素イオンビーム 10 Gy，鉄イオンビーム 2 Gy あるいは 10 Gy およびアルゴンイオンビーム 10 Gy を照射した‘秋
泉’の培養個体を継代し，新しいシュートの増殖を図った．‘南水’の培養個体は，炭素イオンビーム 10 Gy の照射区で生育指数 3
の生存個体が多く得られ，照射線量 5～10 Gy での変異誘発が期待できることがわかった．‘秋泉’では，炭素イオンビーム 10 Gy に
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おいて 156 個体，鉄イオンビーム 2 Gy 照射において 158 個体，鉄イオンビーム 10 Gy 照射において 40 個体，アルゴンイオンビーム
10 Gy 照射において 76 個体を得た．今後は，継代培養を行って新しいシュートの増殖を図るとともに，野外で生育し，変異の有無
について解析を進めていく．
- 35 -
今西弘幸ほか／ ／ 2021, vol. 9, 35-39
秋田太郎ら/秋田県立大学ウェブジャーナル A/20XX, vol. X, 1-5. 
 
- 2 - 
たことから変異誘発が低いことが予想された．また，
‘秋泉’の培養個体にアルゴンイオン線を 2，10 お
よび 50 Gy の線量で照射し，その生育に及ぼす影響
を評価し，変異の誘発が期待でき生存個体が得られ
る照射強度が 10 Gy であるとした（今西ら，2018）． 
そこで，‘南水’を用いて炭素イオン線を照射した
場合に，より効率的な変異個体を得る可能性を探る





























290 MeV 炭素イオン線（LET 13.6 keV/µm）を 2，
5 および 10Gy の線量で照射した．放医研と秋田県立
大学との輸送のみで，鉄イオン線を照射しなかった
培養個体を照射区 0Gyとして，コントロールとした．















2016 年 9 月 28 日に炭素イオン線 10 Gy，2017 年
6 月 27 日に鉄イオン線 10 Gy，2018 年 1 月 19 日に
鉄イオン線 2 Gy あるいは 2018 年 1 月 31 日にアル














生育指数が高く，照射区 2 Gy での平均生育指数が
3.00 と無照射区 0 Gy と同じであり，照射区 5 Gy で
2.83，10 Gy においても 2.67 であった．これまでに
10 Gy では生存個体が得られたものの生存率が低い
ことを報告しているが（櫻井ら，2016），今回の結果
においては 10 Gy においても高い生存個体数を得た
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照射において 156 個体，鉄イオンビーム 2 Gy 照射
において 158 個体，鉄イオンビーム 10 Gy 照射にお
いて 40 個体，アルゴンイオンビーム 10 Gy 照射に











きた．290 MeV 炭素イオン線（LET 13.6 keV/µm）に
おいて，10 Gy の照射区で生育指数 3 の生存個体が
多く得られた．これまでに報告した結果も合わせて
考慮した結果，照射線量 5～10 Gy での変異誘発が期
待できることがわかった．また，‘秋泉’において，
炭素イオンビーム 10 Gy，鉄イオンビーム 2 Gy およ








0 12（100） 0（0） 0（0） 0（0） 3.00
2 12（100） 0（0） 0（0） 0（0） 3.00
5 11（91.7） 0（0） 1（8.3） 0（0） 2.83






図 1 炭素イオンビーム照射線量別のニホンナシ‘南水’の培養個体 
0 Gy 2 Gy
5 Gy 10 Gy
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Mutant Creation and Breeding by Ion Beam Irradiation of Tissue-cultured 
Plants of Japanese Pear Using DNA Markers in Fiscal Year 2018
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With the development of a novel mutation breeding method for fruit trees by ion beam irradiation, we evaluated the effects of irradiation on growth 
using cultured plants of the ‘Nansui’ and ‘Syusen’ variants of the Japanese pear (Pyrus pyrifolia Nakai). Cultured plants of ‘Nansui’ were irradiated 
with carbon ion beam at doses of 2, 5, and 10 Gy. Furthermore, the cultured plants of ‘Syusen’ were irradiated with carbon ion beam (10 Gy), iron 
ion beam (2 Gy and 10 Gy), and argon ion beam (10 Gy) and were subcultured to proliferate new shoots. The results showed that many surviving 
cultured ‘Nansui’ plants with a growth index score of 3 were obtained in the group irradiated using 10-Gy carbon ion beam, and mutation induction 
could be expected at an irradiation dose of 5–10 Gy. In the case of ‘Syusen,’ 156 plants were obtained following 10-Gy carbon ion beam irradiation, 
158 by 2-Gy iron ion beam irradiation, 40 by 10-Gy iron ion beam irradiation, and 76 by 10-Gy argon ion beam irradiation. Moving forward, we 
plan to perform further subculturing for proliferation of new shoots, grow them in a field, and analyze them for the presence or absence of mutation.
Effect of Carbon Ion Beam Irradiation on the Growth of Cultured Japanese Pear ‘Nansui,’ and
Shoot Multiplication with Carbon Ion, Iron Ion, or Argon Ion Beam Irradiation of Cultured 
Japanese Pear ‘Syusen’
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